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体重5～15％減あたりがコソスタ∵／トなペースを示し，

性質や態度も落着いて一般に良い．体重20％減以降は頓

に衰えだし，悪癖を生じ易く，体重25％減以降は実用労

役に好ましい状態ではなく，病的異常の発生の虞九があ

り，体重30％減以降では気力全く喪失し生命にさえ影欝

15‡

する・臨床的生理所見が・労役時に克進するのは好調時

で・早朝安静時に先進するのは削痩後半に現われ　こと

に安静時の脈数変化はコンディションを知る有力な手懸

りになる・労役中における落伍は突然のように倒れそ

の日の労役は全く不可能の状態となる．

いわゆる田名部馬生産地の実態について

久木田睦夫・淵向正四郎・小松芳郎

（東　北　点　訳）

青森県下北郡産馬はいわゆる田名部馬と称して，比較

的小梅で依蹄堅牢，寒気と粗食に良く耐え，持久力に富

むといわれており‥馬の飼養経済上極めて有利な形質と

して注目されている．この点から，本馬の特性とその成

因を解明し，今後の馬の改良に資そうとして，まず，生

産地帯の実態を調査したのでここに略述する．

1．調　査　方　法

田名部畜産農業協同組合が例年実施している絵馬実査

のために来合した馬を無作為にとり，一般外貌審査と体

高ほか11部位の体形測定を行うとともに，主として聴坂

による部落概況と生産農家の個別調査を実施した．調査

地は青森県下北郡東通村尻尾と目名及び同郡大湊町泉沢

の3部落で，調査時期はいずれも1957年7月である．

2．調　査　結　果

1・調査地の概況　下北郡は青森県の東北に突出し

た本州最北端の半島である．山林・原野が多く耕地が少
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く，その上，土地条件も悪く，風潮害や冷害の常習地と

なって農業条件は低位且つ不安定な地帯であるが，馬の

生産には比較的恵まれている．

2・一般外貌　調査馬128頭についてみると，低身

で駄馬格のものが多く，従来の田名部馬らしい馬は14～

15才以上に僅かにみられる程度であるが，頭部や後躯に

は今なお多くの馬に名残りをとどめている．一般に皮膚

が薄く蹄質が良く，歩様も良好で，下顎が良く発達し，

肘張りもよく，掛こ肋張りの良いことは当地方馬の特徴

というべきで，平肋のものはほとんどない．斜尻が多く

特有の編笠尻もみられ，尾の附着が高く，軽度の曲飛で

Ⅹ状肢勢を伴うものが多く，特に尻尾産にこの傾向が強
い．

3・供用種雄馬　3部落とも北海道産の中間種で種

馬用途別体型標準に照合すると農馬中型に該当してい
る．

4・田名取馬の体形　4才以上の雌馬101頭の体形

測定値は次ぎの通りである．これに■よると，田名部馬は

第1表　田名部馬の体形測定値（1957）

標本平均針不偏分散瀾指筋
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比較的低身で体長があり，躯幹の発達が良く，体巾・骨

量のある馬とみることができる．これをわが国の租馬用

途別体型標準に照合すると，大部分が農馬中型に該当

している．体形の調査部啓開差異が認められ，尻鼻・目

名・泉沢の順にすぐれている．日本在来馬より造かに大

きく，東北地方の他の繁殖地帯や使役地帯の馬と比較し

ても遜色がない．

5．生産県家の実態　繁殖用雌鳥は一頭飼養良家が

大部分で，自家産が過半数を占め，別徴の少い鹿毛馬が

多い．3調査地とも放牧に主体をおいて飼養型態がとら

れ，特に尻崖地方は放牧期間が長い．周年放牧はほとん

どすたれ，現在尻臣に5頭みるだけである．繁殖は尻臣

・目名では放牧前人工交配を約1カ月実施してから放牧

し，更に巻馬を行っており，種付は明け4才からの連年

繁殖を原則としているが，繁殖成節は生産率が50％前徒

で隔年繁殖を実施しているのと同じ結果になっている・

尻尾は純然たる繁殖地帯であるが，目名・泉沢ともに農

耕作業との兼用馬が多い．

3．む　　す　　ぴ

いわゆる田名部馬は在来馬より轟かに大きい長鳥中型

が大部分を占めている．比較的低身で姫幹の発達がよ

く，体巾・骨畳のある肢蹄堅牢な放牧馬としての特徴を

備え，東北の他の地方の一般馬と比較しても遜色がな

い．生産地の飼養実態をみると，放牧に主体をおき，巻

馬繁殖も一部にみられるなど，極めて粗放な飼養形態が

とられ，この地方の苛酷な気象その他の立地条件と相ま

って，この馬の成立によい結果をもたらしている．

在来烏が如何にその相対的な能力がすぐれていても，

力量の点で利用範囲が限られてくる．この点ある程度の

体格・体型が改善された烏で，なお相対的な能力のすく■

れているものが望まれるが．田名部馬に対する関心も実

はこの点にある．かかる意味で，以上の調査結果からあ

る程度の期待の出来る馬と考えられるが，なお詳細は今

後の研究にまつべき点が多い．

乳牛の鱒養標準設定に関する試験
第1報　NRC標準による泌乳試験

針生程書・村松　線・戸塚　宏・花坂昭吾

（東　北　負　託）

この報告は農林水産技術会議家畜栄養研究協議会にお

いて実施中の共同研究の一部で，昭和32年度に東北良武

において分担した試験の成撥である．従ってこれは「我

国の乳牛に適する飼養標準設定のための研究」の基礎的

デーダーの一都をなすものである．

1．試　験　方　法

規定の条件によって選んだ分娩後3～5カ月の泌乳牛

（ホルスタイソ）6頭を用いNRC飼養標準により乾牧

草・配合飼料・玉局番を，2週間の予備試験期の成績を

基にしてそれに続く9週間の本試験期間中一定日量を給

与し，消化試験によって供試牛が消化した養分量を求

め，これと試験期間中の供試牛の体重・泌乳量及び脂肪

量・栄養状態との関係を検討した．

供萬年はスク∵／チョソに1頭宛けい脅し牛床は板張り

として敷料は用いなかった．飼料は乾牧草は選別細切し

て1日3回に分け，濃厚飼料は1日2回各々正確に秤量

して給与した．搾乳はミルカ一により1日2回行い毎回

正確に秤量した．脂肪率はノミプコック法により比重とと

もに3日に1度宛1日分の合乳について測定した・体重

も3日日毎の一定時刻に測定した．運動は毎日午前2時

間パドックに出した．

消化試験は3頭について最後の10日間全糞採取法によ

って行い，採取した糞は常法通り処理して分析試料とし

た．飼料及び夙乾糞の化学分析は常法によって行った・

供萬年の栄養状態の変化について，試験前・試験中

間・試験終了後に各々所定の栄養判定法による諸検査を

行った．

2．試験成績及び考察

泌乳量及び体重の変化は第1回に示す通りであった・

泌乳量は各牛とも試験準備期において一時低下した・

これは試験飼料への切換による給与差分量の引下げ・多

汁質飼料の除外・ミルカーに対する馴致不足等の原因に


